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ギニア月報（２０２０年８月） 

 

 

１ 内政 

・ ３日、PADEＳのウスマン・カバ党首は、次期大統領選挙への立候補を表明。 

・ ５－６日、与党ギニア人民連合（RPG）は、次期大統領の候補者としてコンデ大統領を指名。

主要野党はＲＰＧの決定に関し、三選を禁止する憲法に反するクーデター行為であるとして

非難。 

・ １１日、大統領令により、独立選挙管理委員会（CENI）により提案されていた大統領選挙の

日程（１０月１８日）が承認。 

・ １４日、コンデ大統領は、新型コロナウイルスの流行に対する措置として、既に

発出されているギニア全土における非常事態宣言を、８月１６日より更に１カ月

間延長。 

・ １７日、米国は、大統領選挙に向け、民主的な体制及びプロセスの重視を改めて明確にする

旨のコミュニケを発出。 

・ １９日、CENIは、大統領選挙立候補者のための供託金を候補者 1名あたり８億ギニアフラン

とし，選挙運動に要する費用の上限を２１０億ギニアフランとする旨決定。 

・ １９日、憲法裁判所は、次期大統領選挙の立候補届出を８月１９日から９月８日までとする旨

発表。 

・ ２１日、UPG、PADES、ARENA、FAN、RGDの５政党が、大統領選挙への候補者擁立を正式

に発表。 

主な出来事 

【内政】 

●５－６日、与党ギニア人民連合（RPG）は、次期大統領選挙の候補者としてコンデ大統領を

指名。 

●１４日、コンデ大統領は、新型コロナウイルスの流行に対する措置として、既に

発出されているギニア全土における非常事態宣言を、８月１６日より更に１カ月間

延長。 

【外政】 

●２１、２８日、コンデ大統領はマリに情勢に関する ECOWAS 臨時首脳オンライ

ン会合に出席。 

【経済】 

●１日、アフリカ開発銀行は，新型コロナウイルス対策として、ギニア、ベナン、トーゴの３か

国に合計６,０３２万ドユーロの支援を行うことに合意。ギニアには２,９４８万ユーロが割り当て

られる。 

●２７日、新型コロナウイルス対策のため、中国より約１０名の医療専門家が派遣され、コナ

クリに到着。 
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・ ２４日、ECOWAS 専門家ミッションがコナクリに到着。 

 

２ 外政 

・ １９日、護憲国民戦線（FNDC）は，１８日にマリにおける国軍兵士による反乱に対するコミュ

ニケを発表し、マリの人々が平和かつ責任が伴った方法で政権を略奪したことを祝福。 

・ ２１日、２８日、コンデ大統領はマリ情勢に関する ECOWAS臨時首脳オンライン会合に出席。 

 

３ 経済（経済協力含む） 

・ １日、アフリカ開発銀行は、新型コロナウイルス対策として、ギニア、ベナン、トーゴの３か国

に合計６,０３２万ドユーロの支援を行うことに合意。ギニアには２ ,９４８万ユーロが割り当てら

れる予定。 

・ １８日、ギニア・トルコ経済フォーラム（オンライン形式）が開催。キュルティス投資・官民連携

担当大臣及の他、４０名程のビジネス万を含む約１００名が参加し、インフラや投資、特にギ

ニア・トルコ経済関係及びポスト・新型コロナウイルス協力分野について話し合った模様。 

・ ２５日、シギリで金を採掘する中国企業ギニア・ゴールド・エクスポレーション従業員は、経営

陣によって不当に解雇された人事部長の復職を求め、ストライキを実施。 

・ ２６日、駐ギニア中国大使が、中国が３ ,０００万ドル規模で、コナクリ市コロマ地区に建設す

る国民議会本部の建設工事の現場を国民議会議長と視察。 

・ ２７日、新型コロナウイルス対策のため、中国より約１０名の医療専門家が派遣され、コナク

リに到着。同医療チームは、周国家主席が中国・アフリカ臨時サミットの際に、アフリカの

国々へコロナ支援を行う旨表明した後に派遣された第一団。 

・ ３１日、令和元年度補正予算 IOM 経由案件、「国境周辺のコミュニティのエンパワーメントを

通じた社会安定化支援」が、ンゼレコレ州にて開始。 

（了） 


